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 乳がん手術後にわきの下（腋窩）のリンパの流れが障害されておよそ10mm以上腕周りが太くなっ

た状態をリンパ浮腫と呼び、術後の不快な合併症のひとつです。腋窩リンパ節の転移が明らかでない

患者さんに対しては、センチネルリンパ節と呼ばれる一番転移しやすいリンパ節への転移の有無を手

術中に検査して、ここに転移がなければリンパ節郭清（リンパ節を全部取り除く）を省略しますが、

これも少しでもリンパ浮腫を回避するのがその狙いです。 

 

 リンパ浮腫は予防と早期の治療が大切です。

手術後は腕に負担がかからないようにし、また

スキンケア（清潔や保湿）を心がけてください。 

 リンパ浮腫がおこってしまった場合の治療と

しては、以下の方法を組み合わせた複合的理学

療法が有効です。リンパ浮腫を発症後時間が

経っていますと回復が困難ですので、なるべく

早い段階で治療やセルフケアを開始して、症状

の緩和や悪化せぬよう心掛けてください。 

 

複合的理学療法以外の治療法として、一部の施

設では手術（リンパ管静脈吻合術）がなされる

こともありますが、まだ現時点でその有用性は

実証されていません。 

 当院では、リンパ浮腫ケアの専門家である

リンパドレナージセラピストの資格をもつ看

護師３名が毎週火曜日にリンパ浮腫外来を担

当し、リンパマッサージやスキンケアの指導

を行っています。詳細につきましては当院

ホームページの乳がん高度検診・治療セン

ターの項目から「リンパ浮腫外来について」

を閲覧いただくか、直接乳がん高度・検診セ

ンターにお問い合わせください。 

複合的理学療法 

１．弾性着衣（弾性スリーブ、弾性グローブ） 

  や弾性包帯による圧迫療法 

２．圧迫療法をしている状態での運動療法 

３．用手的リンパドレナージ（マッサージ） 

４．スキンケア 


